





分を設 けないで、 4 年あるいは 6 年一貫教育を実









うる有為な人材を育成し、 併せて、 医学、 薬学
の進展と社 会の福祉に貢献することを目的とし
ている。 医学部医学科は、 医師として、 ①豊か
で温かな人間 性、 広い視野と社会的使命感を培

























1 . 教 養 教 育
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教養教育科目は人間 文化科学、 生命健康科学
及び自然情報科学の 3 大学科目に分かれている







1 ) 人間 文化科学は、 さらに人社系と語学系
に分けているが、 入社系科目については、「多
様な観点から人や社会を理解する」という目標
を念頭に、 同 一科目が 2 年次でも受講できるよ
うに同 時間講を行うとともに、 類似分野の科目
を異なる学期 に配置するなど 、 多様性に配慮し




配置している。 また、 語学系では、 外国語能力
の習得はなるべく集中的に行った方が良いとの
判断から、 英語、 第 二外国語ともそれぞれ週 2
回ず、つ授業を行っている。 すなわち、 英語では
講読と会話あるいは作文とリスニン グを、 第 二




セミナーを開設 し、 語学系については、 パソコ



















3 ) 自然情報科学は、 1 年次に補充科目を開
講し、 以後、 専門教育に至るまで段階的に学力
を向上できるよう内容の連続性に配慮しながら
授業を行 っている。 ま た 、 入学院後には、 以降
の学習に活用できるよう情報処理学でコンピュ
ーター演背を実施するなど、 実用的な内容の授









2 . 専 門 教 育
1 ) 概要
医学部及び 薬学部においては、 医 薬の総合教
育という、工場から、 医 薬共通の授業科目を 設け
るとともに、 医学科においては、 特に病態論に
基づ く治療法の医学的・ 社会的問題点をより重











医学の領域に接した り、 ま た 、 夏季休暇中に保
健医療施設ないし福祉施設において 4 泊 5 日の
介護体験実習を実施し、 将来取り組む医療の幅
の広さやチーム医療の大切さを学習する。













4 年次終了 時に実施される全 国共用試験を経




















































また、 3 年次には薬学英語を開講し、 専門教
育担当教員による専門科目の英語に関する少人









日本学生支援機構( 旧日本育英会) は、 独立
行政法人日本学生支援機構法に基づいて平成16
年 4 月に設立され、 教育の機会均等に寄与 する
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ため学資の貸与その他学生等の修学援助を行う











表 1 のとおりである。 学生数に対する貸与 者の
比率は、 学部学生で37.8%、 大学院生は25.5%
となっている。
貸与月 額は、 学部学生の第1 種( 無利子) に
ついては、 平成 7 年度入学生が自宅生で38，000
円、 自宅外 生で44，000円であったが、 平成17年
度 入学 生で は 自 宅 生45，000円、 自 宅 外 生で
5 1，000円となっている。 第2 種(有利子) につ
いては、 3万、 5万、 8万、 10万の 4種類から
選択できる。
大学院生も第1 種については、 修士( 博士前
期 ) 課程81，000円二地8，000円、 博士(後期 ) 課
程112，000円コ122，000円となっており、 学部学
生及び大学院生ともに順次増 額されている。 第
2 種については、 5万、 8万、 10万、 13万の中
から選択できる。
また、 日本学生支援機構以外の育英奨学団体




本学に第1 期 生が入学した昭和5 1年度当時の
授業料は96，000円であったが、 その後隔年ごと
に改訂され平成 7 年度においては447，600円、












医 学部医 学科 578 66 
と子t 医学部看護学科 260 30 音日
薬 学部薬科 学科 1\35 72 
計 1273 168 
医 学系研究科 183 13 
大




、 計 1. 653 226 
(外国人留学生を除く)
表2

















































220 (38. 1) 
























調 査 内 容は、 〈心学業 、 ②住 居・通 学、 ③経
済・生活、 ④福利厚生、 ⑤健康、 ⑥学生生活及
び悩みと大きく 6 項目に区分して行われている。
今阿は、 平成14年度に実施した調査結果につ
いて平成 6 年度 以降に調査した調査結果と 比較
してみる。












うにみえるが平成 6 年度からみてみると、 普通
と感じている学生が14 ポイント も少ない4 割弱
である。 これに反し大変苦しいとしている学生









度 後期 全額(%) 半額(%)
7 789 460 1， 249 
前期 30 (3.8) 8 (1. 0) 
後期 41 (5. 2) 10 (1. 3) 
8 849 452 1，301 
前期 36 (4.2) 9 (1. 1) 
後期 48 (5.7) 8 (0.9) 
9 855 436 1， 291 
目リ期 43 (5.0) 8 (0.9) 
後期 48 (5.6) 7 (0. 8) 
10 847 428 1， 275 
目リ期 52 (6.1) 15 (1. 8) 
後期 55 (6.5) 11 (1. 3) 
11 850 424 1，274 
前期 57 (6.7) 9 (1. 1) 
後期 57 (6.7) 10 (1. 2) 
12 849 433 1， 282 
目リ期 56 (6.6) 11 (1. 3) 
後期 52 (6.1) 14 (1.6) 
13 844 444 1，288 
前期 39 (4.6) 10 (1. 2) 
後期 37 (4.4) 11 (1. 3) 
14 838 440 1， 278 
前期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
後期 39 (4.7) 1 (0. 1) 
15 831 452 1，283 
前期 35 (4.2) 3 (0.4) 
後期 38 (4.6) 2 (0.2) 
16 837 440 1，277 
前期 34 (4. 1) 11 (1. 3) 
後期 30 (3.6) 14 (1. 7) 
表4 大学院生授業料免除者数
年
寸持Z.ー 生 数 免
医 薬 計
前期 医学研究科
度 後期 全額(%) 半額(%)
7 85 100 185 
前期 6 (7.1) 0 (0.0) 
後期 3 (3.5) 0 (0.0) 
100 127 227 
前期 11 (11. 0) 0 (0.0) 
8 後期 11 (11.0) 0 (0.0) 
9 122 132 254 
削期 19 (15. 6) 2 (1. 6) 
後期 16 (13. 1) 1 (0. 8) 
10 147 135 282 
前期 21 (14. 3) 2 (1. 4) 
後期 19 (12.9) 2 (1. 4) 
11 144 151 295 
目IJ期 20 (13.9) 4 (2.8) 
後期 18 (12.5) 3 (2.1) 
12 161 155 316 
前期 11 (6. 8) 2 (1. 2) 
後期 14 (8.7) 3 (1. 9) 
13 173 174 347 
前期 14 (8. 1) 4 (2. 3) 
後期 14 (8. 1) 4 (2.3) 
14 170 189 359 
日日期 11 (6. 5) 3 (1. 8) 
後期 12 (7.1) 3 (1. 8) 
15 187 190 377 
別期 18 (9.6) 4 (2.1) 
後期 16 (8. 6) 4 (2. 1) 
16 208 205 413 
則期 16 (7. 7) 6 (2.9) 
後期 13 (6.3) 7 (3.4) 
( ) 内は、 学生数に対する免除者の割合を示す。
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除 者
薬学部 I口込 計
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
20 (4.3) 8 (1. 7) 50 (4.0) 16 (1. 3) 
19 (4. 1) 4 (0.9) 60 (4.8) 14 (1.1) 
17 (3.8) 5 (1. 1) 53 (4. 1) 14 (1. 1) 
14 (3. 1) 6 (1. 3) 62 (4.8) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 64 (5.0) 14 (1.1) 
21 (4. 8) 6 (1. 4) 69 (5.3) 13 (1. 0) 
25 (5. 8) 8 (1. 9) 77 (6.0) 23 (1. 8) 
35 (8.2) 7 (1. 6) 90 (7.1) 18 (1. 4) 
26 (6.1) 8 (1.9) 83 (6.5) 17 (1.3) 
29 (6. 8) 6 (1. 4) 86 (6.8) 16 (1. 3) 
28 (6.5) 7 (1. 6) 84 (6. 6) 18 (1. 4) 
30 (6.9) 4 (0.9) 82 (6. 4) 18 (1. 4) 
25 (5.6) 4 (0.9) 64 (5.0) 14 (1.1) 
24 (5.4) 3 (0.7) 61 (4.7) 14 (1.1) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4. 6) 4 (0.3) 
20 (4.5) 3 (0.7) 59 (4.6) 4 (0.3) 
18 (4.0) 2 (0.4) 53 (4.1) 5 (0.4) 
17 (3.8) 1 (0.2) 55 (4. 3) 3 (0.2) 
16 (3. 6) 4 (0.9) 50 (3.9) 15 (1. 2) 
19 (4.3) 6 (1. 4) 49 (3. 8) 20 (1. 6) 
除 者
薬学研究科 ノ口込
全額(%) 半額(%) 全額(%) 半額(%)
13 (13.0) 3 (3.0) 19 (10. 3) 3 (1. 6) 
12 (12.0) 6 (6.0) 15 (8. 1) 6 (3.2) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
19 (15.0) 2 (1. 6) 30 (13.2) 2 (0.9) 
20 (15.2) 2 (1. 5) 39 (15. 4) 4 (1. 6) 
18 (13.6) 2 (1. 5) 34 (13.4) 3 (1. 2) 
18 (13.3) 5 (3.7) 39 (13. 8) 7 (2.5) 
19 (14.1) 3 (2.2) 38 (13.5) 5 (1. 8) 
19 (12. 6) 2 (1. 3) 39 (13.2) 6 (2.0) 
21 (13. 9) 4 (2.6) 39 (13.2) 7 (2. 4) 
21 (13.5) 4 (2.6) 32 (10.1) 6 (1. 9) 
19 (12. 3) 4 (2.6) 33 (10.4) 7 (2.2) 
21 (12. 1) 2 (1.1) 35 (10.1) 6 (1. 7) 
23 (13.2) 3 (1. 7) 37 (10. 7) 7 (2. 0) 
14 (7.4) 3 (1. 6) 25 (7.0) 6 (1. 7) 
13 (6.9) 5 (2.6) 25 (7.0) 8 (2.2) 
15 (7.9) 3 (1. 6) 33 (8.8) 7 (1. 9) 
14 (7.4) 2 (1.1) 30 (8.0) 6 (1. 6) 
14 (6.8) 9 (4.4) 30 (7.3) 15 (3.6) 

















平成 7 1627 1 (0.1) 
平成 8 1679 4 (0.2) 
平成 9 1669 1 (0.1) 
平成10 1653 2 (0.1) 
平成11 1650 1 (0.1) 
平成12 1659 
平成13 1667 
平成14 1655 1 (0.1) 
平成15 1660 
平成16 1655 1 (0.1) 









13 (0. 7) 
18(1.0) 
18(1.0) 
25 (1. 5) 
17(1.0) 

















18 (1. 1) 
18 (1. 0) 
18(1.0) 
18(1.0) 
11 (0. 6) 
13 (0. 7) 
19 (1. 1) 
25 (1. 5) 














平成 7 平成 8 平成 9 平成10 平成11 平成12 、ド成13 、|三成14 、!と成15 、ド成16
靭帯損傷 ・捻控 6 14 7 9 5 3 8 8 17 13 90 
骨 初T 5 5 2 5 6 2 3 28 
!ぬ 臼 I 6 1 2 2 15 
運 裂 傷 ・ 挫創 4 3 1 3 5 3 19 
打 撲 l 1 3 
動 目見 の 損 傷
中
歯 の 損 傷
腰 痛 l 2 
アキレス臆断裂 l 3 
.:? じ の 他 1 I 1 4 
計 17 14 17 16 10 13 18 18 25 17 165 
切傷・裂傷・創傷 2 1 6 
実 火 傷 1 1 2 
馬食 薬 疹 1 1 実
日艮 の 損 傷 1 1 2 習
中 捻 挫
そ 。〉 他
五十 1 4 1 2 1 1 1 11 
そ 靭 帯 損 傷
σ〉 挫 4 4 
他 骨 折 1 2 3 
百十 1 6 7 
J口S、 計 18 18 18 18 11 13 19 25 25 18 183 
であり、 財団法人国際教育支援協会(平成16年


















は表5 、 6 のとおりである。 なお、 平成15年度





















新聞、 雑誌、 囲碁・将棋等の設 備を設 け、 学業
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の合間の休憩や親睦にくつろいだ場を提供して
いる。









































に風邪症候群)、 消化器疾患が多 く 、 それらに
ついで 創傷・熱傷、 捻挫・打撲・関節痛などが








履修上の問題、 将来の 進路のこと、 経済上の
問題、 その他さまざまな問題で悩むときには精
神的にも不安定となり、 種々の身体症状を伴う
ことも 多い。 主としてセンター教員、 看護師が
相談を担当する ほかに、 カウンセラーとしての
心理学の教員にも応援を求めている。 学務相談
には、 各学科の教務委員に協力願っ た。 ま た 、
平成 9年度から学tþ_課に学生相談主主が設置され、
10年度に専門員 1 名が配置された。 平成15年10
月から臨床心理士 1 名(非常勤) が配置された。




ら 5月にかけて実施している。 実施項目は、 内













ま た 、 全世界的に問題となっているエイズ(HIV
感染) や実習に関連して関心の高い肝炎ウイル















る。 学生は全 国から広く集ま り、 ま た地元出身
者でも夏山はともかし このころの厳しい春山
の経験はなく 、 新入生には強烈な印象を与える






















原ブナ平スキー場を中心に、 学生約50名 、 教職




「 正 課」と「 課外 」は相互 に深く影響 し合っ




















体 育 系 26 918 
文 化 系 16 383 




般 にわたって指導 助言 を行っている。
学生自治会文化部会として、 機関誌「竹林 に
座 すj を年 1 回刊 行している。
文科系サークル の活動の場としては、 北陸3
県 大学学生交歓芸術祭(芸交祭) がある。
30の短 大と大学が加盟 しており、 本学からは、
軽音楽、 管弦楽、 邦楽部(三曲会)、 美術、 写
真 の各サークルが参加している。
①小児科訪問・青い 烏
昭和56年設立。 顧問は宮脇利男先生。 加 入
学生数48名。 入院児童 を楽しませるボラン
課外活 動
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テイ ア活動から生まれたサークルである。 小
児科 慰問、 日曜学校の子ど もたちとの 交流 を
図っている。 七夕会(附属病院小児科)、 日




団に編成替え。 加 入学生数64名。 顧問は贋田
弘毅先生。 入学式での演奏、 定期演奏会( 第
27回、 小杉町文化ホール ラポール )、 芸交
祭( 第55回、 鶴来町総合文化会館クレ イン )、
病院コンサート (附属病院)、 合宿(岐阜県
上宝村 )など活躍 している。 サークル誌 IES­
TRO ARMONICOJ を 刊 行している。
③ギターマンドリンクラブ
昭和52年設立。 顧問は北島勲先生。 加 入学
生数36名。 定期演 奏会( 第26回ラポール 小
杉)、 北陸学生マンドリン合同演奏会( 第33
回、 石川厚生年金会館)、 附属病院コンサー
ト 、 夏期合宿(長野県飯山市 信濃平) を行っ
ている。
④軽音楽部
昭和52年設立。 顧問は 布施秀樹先生。 加 入
学生数24名。 富山大学との合同定期演奏会、
新 歓 コンサート、 大学 祭での ラ イ ブ、 県 内
ミュージックフェステイパルに参 加 。 合宿
( 北志賀) によって 技 を磨いている。
⑤コーラス部
昭和52年混声 合唱団設立。 平成16年コーラ









成替え。 顧問は野村邦紀先生。 会員数 5 名。
326 第6市 学生生活と11果外活動
日本古来の楽器である琴、 尺八、 三絃を演奏





名。 写真展(年 2 同) や持影会を開催してい
る。
①桔鞭会
昭和49年 設立。 顧問は服部征雄先生。 会員
数69名。 永い歴史を持つサーク)]/0 植物採集
( 5月、 6月、 7 Jn、 文献輪読、 夏 合 宿 を
行 っている。 20周年 記念式典パー ティーを実
施。 会誌「緒鞭」を刊行している。
⑭美術部
昭和51年 設1。 顧問は大谷修先生。 部員数
9 名。 作品の 製打ニおよび鑑賞を行う。 交歓芸
術祭や院内展を開催している。
⑪ウインドアンサンブル







員数 9 名。 アマチュア無線の健全な発展、 会





'1':成10年 設立。 顧問は漬rJl.î和子先生O クラ
ブ員数 9 名。 富山 大学ESSとの合同で英語
力JÎIJ卜会のための練宵を行 っている。
⑭ボラン テイア|司好会
平成 8 年 設立。 顧問は成瀬優知先生。 クラ
ブ数 9 名。 地域の福祉施設等の訪問をはじめ
とし、 ボラン テイア活動を行 っている。
⑬|玉II努医療研究会
平成 8 年 設立。 顧問は鏡森定信先，+。 鎌田















関紙「天放」を毎年 1 回刊行している。 体育系
サークルが参加する主な大会は、 北陸地反 国立
大学総合体育大会( 北 同 大会)、 阿11 本医科学
!f:総合体育大会( 西l天体) および関西 薬学生競
技大会( 閲 薬 ) である。 北同大会は、 北陸地区
の|玉1 \'，:大学( 金沢大学、 宮山大学、 福井大学、





ある。 参加総人数 は 1万5，000人に達する。 本
学はこの大会で総合3紋(第54回�55回大会)
の成績を挙げている




昭和51年 設、止。 顧問は嶋同豊先生。 部員数
57名。 北 国大会・ 男子団体3位(54回大会)、
同体久子優 勝(56岡大 会)、 団体 女f宇3位
(50回、 541叶大会)、 男子個人戦優勝(51 Wl、
56阿大会)、 女子↑同人 戦優勝(51回大会)西
医体男子団体3位(55凶大会)、 5位(51回
大 会)、 6位(50阿 大 会)同体 女子 準 優 勝
(56回大会)。
②剣道部
昭和51年 設、'[。 顧問は酒井伸也先生。 部員
数24名。 北国大 会:女子団体4位(5 1回大
会)。 西医体:ベスト 16(50回、 52回大会)、
関 薬 男子団体優 勝( 平 成12年、 14年) 4位
( 平成11年)、 女子団体優勝( 平成12年)、 準
優勝( 平成10年、 14年) 個人戦優勝。
③ソフトテニス部
昭和5 1年設立。 顧問は遠藤俊郎先生。 部員
数43名。 北国大会:男子団体3位(50回、 52
回、 53回、 54 回、 55回大会)、 女子団体準優
勝(50回大会、 5 1回大 会)、 3位(53回、 54
回、 55回、 56 回大会)、 西医体:女子団体優
勝(45回 大 会) 準 優 勝(44回 大 会)、 3位
(52回大 会、 ベ ス ト 8 進 出、 女 子 個 人 優 勝
(46回大会)。 関薬 :女子団体3位( 平成10年
度 )。
④硬式庭球部
昭和5 1年設立。 顧問は村口篤先生。 部員数
77名、 北国大 会:男子団体準優勝(53回大
会)、 女子団体3位(53回、 54回大会)、 西医
体男子・女子団体ベスト 16に進出。 関薬 男子
団体優勝( 平成15年大会)、 3位( 平成14年
大会)。
⑤サッカ一部
昭和5 1年設立。 顧問は西条寿夫先生。 部員
数37名、 北国大会:優勝(52回、 53回、 54回
大 会)、 準優勝(55回大 会)、 3位(56回大
会)、 西医体4位(55回大会)、 ベスト 8に進
出。 関薬 2位( 平成13年大会)。
⑥水泳部
昭和5 1年設立。 顧問は宮脇利男先生。 部員
数44名。 北国大 会:男子団体 1位(47回大
会)、 女 子 団 体3位(50回、 5 1回、 52回、 53




昭和5 1年設立。 顧問教員は石津伸先生。 部
員数30名。 西医体:男子団体総合優勝(50回、
42回大会)、 2位(52回大会)、 3位(5 1回)、
女子総合準優勝(50回、 5 1回、 52回大会)、
男女とも個人種目別で数多く優勝。
⑧山岳部
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昭和5 1年設立。 顧問は小 野寺孝一先生。 部
員 数22名。 春、 新 歓 合宿(立山)、 夏、 夏山
縦走、 秋、 もみじ狩り、 冬、 冬山登山。 夏期
の双六小屋診療所開設 をサポート 。
⑨準硬式野球部
昭和5 1年設立。 顧問は塚田一博先生。 部員
数26名。 北国大会:準優勝(5 1回大会)、 3
位(55回大会)、 西医体に参加 ベスト 16 (45 
回大会)、 関薬 1位( 平成12年、 14年大会)。
⑩卓球部
昭和5 1年設立。 顧問は浦風雅春先生。 部員
数38名。 北国大 会:男 子団体3位(5 1回大
会)、 女子団体3位(5 1回、 52回大会)、 商医
体に 参加 、 関 薬 :男子団体準優勝( 平成10
年)、 3位( 平成11年)、 女子団体3位( 平成
10年大会)、 男子シ ン グルス優勝( 平成12年)、
男子ダブル ス優勝( 平成12年)。
⑪男子バスケットボール部
昭和5 1年設立、 顧問は山崎光章先生、 部員
数29名。 北国大会:男子団体準優勝(56回大
会) 3位(50回-54大 会)、 西医体:関 薬 :
3位( 平成15年大会)、 4位( 平成10年大会)0
⑫女子バスケットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は山崎光章先生。 部員
数17名。 北国大 会:準優 勝(46 回、 55回大
会)、 3位(50回、 5 1回、 53回-56回大会)、
西医体:ベスト 8 、 ベスト 16関薬 3位( 平
成10年、 11年大会)。
⑬バドミントン部
昭和5 1年設立。 顧問は瀬戸光先生。 部員数
64名。 北国大会:女子団体優勝(55回大会)、
3位(54回、 56回大会)、 男子団体3位(50
回、 5 1回、 54回、 56回大会)、 西医体:男子
団体3位(56 回大会) 男子団体ベスト 16、 女
子団体3位(53園、 55 回大会)、 ベスト 8 、
ベスト 16、 シ ン グル ス優勝(54回大会平成12
年)、 女子ダブル ス準優勝(52回大会)、 全薬
大 会:男 子団体優勝( 平 成13年、 14年、 16
年)、 女子団体優勝( 平成13年、 16年)、 男子
団体準優勝( 平成10年、 1 1年)、 女子団体準




昭和5 1年設立。 顧問は白木公康先生。 部員
数26名。 北 国 大会:準優勝(5 0同大会)、 3
1立(5 1回�54回、 56回大会)、 両医 体 2位
(5 2回、 54回 大会)、 3位(5 1同大 会)、 4位
(55回 大 会)、 関 薬 大会:優勝( 平 成12年 大
会)、 3位( 平成10年、 1 1年大会)0 
⑮女子バレーボール
昭和5 2年設立。 顧問は井上 博先生、 白木公
康先生。 部員数26名。 北 国 大会 3位(50回
�53回、 56回 大会)、 丙医体 3位(53凶大
会)、 4佼(5 2凶、 �46回大会)、 関 薬 :優勝
( 平 成16年)、 2位( 平 成10年)、 3位( 平 成
1 2年、 13年、 14年 大 会)、 5位( 平成1 1年 大
会)。
⑮ハンドボール部
昭和5 1年設立。 顧問は早坂征次先生。 部員




数 2 1110 北 国大会:総合準優勝(55回大会)、
3位(50阿�5 2[iJj、 54同、 56回 大 会)、 西 医
体:総 合 2位(53回 大 会)、 4位(5 2回、 55
回 大 会)、 5位(5 1凶 大 会)、 9位(50凶 大
会)、 4 70級 優勝(53回大会) その他各級ごと
種目に入賞。
⑬ ラグビーフットボール部
昭和5 1年設立。 顧問は笹原正清先生。 部員
数42名。 北 国 大会:優勝(5 1同大会)、 準優
勝(5 0回大会)、 3位(5 2l叫、 56回大会)、 西
医体:ベスト 16位(5 1回大会)。
⑮陸上競技部
昭和5 1年 設。:。 顧問は広川慎一郎先性。 部
員数68名。 北 国 大会:男f 総合 2位(55回大
会)、 3位(5 1回�54回大会)、 4位(50回大
会)、 女子総合3佼(5 1回大会)、 4位(50問、
5 2回、 53回大会)、 個人種目優勝(50回�56
凶大会)、 西医体:男子総合3位(54回大会)、
4位(53回大会)、 7位(5 1岡、 5 2回大会)、
女子総合優勝(53l口l、 54同大会)、 3佼(5 2
回大会)、 5位(5 1回大会) トラッ ク部門優




多く優勝、 準優勝( 平成16年大会)。 男子総
合優勝( 平成14年、 15 年大会)、 男子総合準
優勝( 平成13年大会)、 男女総合準優勝( 平
成15 年、 16年大会)、 女子総合3位( 平成12
年大会)、 フィールド 優勝( 平成15 年、 16年





38名。 西医体. オ ー プン参加(4 1回大会)、演
武・団体l位(54回大会)、 演武・個人段外




3 9名。 週 2 凶練習、 学連レースや一般レース
参加に向けて頑張っている。
⑫女子軟式野球部
昭和60年設立。 顧問は平賀紘 A先生。 部員
数 2 2名。 第 2 回および第 3 回全|玉!大学女f軟
式野球大会で準優勝( 昭和63年および平成元
年)。 第 18回全 国大学女子軟式野球大会ベス
ト 8 。 春季・秋季北陸大会にも参加。
⑮武田流中村派合気道部





平成15 年 6月 設立。 顧問は岩同研典先生。
部員数 18名。 テコンドーをとおして精神・ 肉
体的修 練のための活動を行 っている。
⑮フット サルサークル





平成15年 4 月設 立。 顧問は木村 友厚先生。
部 員 数20名。 大学祭でのパフォーマン スをす
るため、 他の イベントに参加 することを目的
にダン スを楽しんでいる。
























競われる。 競技種目は、 ソフトボール 、 バレー





展、 看護展、 附属病院展、 民族薬物資料館一般
公開、 スポーツ大会、 フリーマーケット、 軽音
ライブ、 医薬大名人戦、 大学祭記 念学術講演会、










平成1 7年 3月卒業の第 24回生まで、 計2，281名




が、 4 名誕生し先頭に立って 母校の発展に貢献
している。
これまでの卒業生の 進路状況を表示した。
こ の24年間 で 大学院 進 学 者 136人( 全数の
6 % )、 就職/研修医2， 0 14人(88. 4 % 、 そのう




成期に貢献したことがわかる( 昭和56年 5名 、
57年 2 名、 60年3 名、 61年 1 名、 そ の 後 不 定




院や臨床講座の診療、 研究 、 地域医療への貢献






7 5 (5. 1) 84 (85.7) 9 (9.2) 
8 2 (2.3) 79 (90.8) 6 (6.9) 
9 5 (5.0) 89 (89.0) 6 (6.0) 
10 2 (2.3) 78 (89. 7) 7 (8.0) 













アンケート調査等を行 った りして、 鋭意検討を
重ねている。
















県内(%) 県外 ( %)
50 (59.5) 34 (40.5) 
35 (14.3) 14 (55.7) 
37 (41. 6) 52 (58.4) 
43 (55. 1) 35 (44.9) 
45 (53.6) 39 (46.4) 
進 路 日Jj 内 訳
年度 本 ヲ目二. 他 大 学 一般病 院 その他
l仁h1 
研修医(%) 大学院(%) 研修医(%) 大学院(%) 県内(%) 県外 ( %) (%) 
12 57 (58.2) 1 (1. 0) 32 (32.7) 。 。 3 (3.1) 5 (5.1) 98 
13 38 (38.4) 。 43 (43.4) 。 1 (1. 0) 10 (10.1) 7 (7.1) 99 
14 40 (41. 7) 。 35 (36.5) 2 (2.1) 。 13 (13.5) 6 (6.3) 96 
15 29 (32.2) 。 34 (37.8) 。 3 (3.3) 18 (20.0) 6 (6.7) 90 


















































1 (1. 0) 
o (0.0) 



























88 (91. 7) 
84 (93.3) 





すり」の振興を目的として、 明治26年( 1893 )
に設立された共 立富山薬学校に始まるO その後、
市立富山薬学校( 明治30年、 1897)、 県 立薬学
専門学校( 明治43年、 1910)、 官 立富山薬学専
門学校(大正 9 年、 1920)、 戦後の学制改革に
伴う富山大学薬学部 ( 昭和24年、 1949) と名称
変更と と もに発展してきた。 また、 昭和38年
( 1963 ) には新制大学として初めて大学院薬学
研究科が設 置された。 昭和50年( 1975 ) には、
新設 医学部、 和漢薬研究所とともに富山医科薬
科大学創設 に参加した。 昭和53 ( 1978) 年には、
富山医科薬科大学大学院薬学研究科に博士課程、
平成12年(2000) には大学院薬学研究科に臨床





















45 (51. 7) 
57 (58.2) 
39 (39.4) 
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その他 Z口h 計
o (0.0) 75 (100) 
2 (2.0) 102 (100) 
o (0.0) 92 (100) 
4 (3.9) 102 (100) 
o (0.0) 100 (100) 
1 (1. 1) 93 (100) 
1 (1. 3) 77 (100) 
13 (11.5) 113 (100) 
1 (1. 0) 99 (100) 
12 (12. 1) 99 (100) 
9 (10.3) 87 (100) 
10 (8.9) 112 (100) 
8 (7.5) 107 (100) 
7 (7.8) 90 (100) 
9 (9.2) 98 (100) 
6 (6.9) 87 (100) 
6 (6.0) 100 (100) 
7 (8.0) 87 (100) 
3 (3.4) 87 (100) 
5 (5.1) 98 (100) 
7 (7.1) 99 (100) 
6 (6.3) 96 (100) 
6 (6.7) 90 (100) 
8 (8.8) 91 (100) 










本学部 は創設 以来、 約9，000有余名の卒業生
を世に送り出してきた。 富山医科薬科大学の卒
業 生は、 昭 和54年度 ( 1979) か ら 平 成 6 年度
( 1994) までの16年間 に1. 506名に達し、 940名
(62%) が就職、 462名(31%) が大学院に進学
し、 65名( 4 %) が病院等の研修生になった。
就職 先についてみると、 製薬 会社 (49%)、 病
















平成7年度 (18) (7) 21 11 
平成8年度 (1 \J) (J 5) 23 25 
平成9年度 (14) (16) 16 22 
平成loóf度 (15) (19) 19 30 
平成11年度 (15) (11) 16 24 薬学部
平成12年度 (6) (13) 10 19 
、|三成13年度 (8) (17) 11 24 
、I[Þ)(:14年度 (3) (15) 4 24 
平成15年度 (3) (3) 5 13 
平成16年度 (4) (12) 4 24 











平成7年度 (6) 7 1 
平成8年度 (5) (3) 5 3 
平成9年度 (8) (4) 11 10 
平成10年度 (1) (1 ) 日 6 
平成11年度 (3) ( 1) 1 5 前期課税
平成12年度 (1) (1) 8 3 
平成13年度 (4) (1 ) 8 6 }ぇ
平成14年度 (9) 17 6 
-→ι 平成15年度 (:0 ) (3) 6 9 
|涜 、v成16年度 (3) (3) J 戸 6 

















































































































































大 f{rU13lf E+ 
JKL - 学: そ fI3 、院 の 言十。〉 進 石究生汗 他
他 土出子
(36) (709) (91) (28) (20) (g48) 
42 940 462 65 39 1，506 
(31) (22) (1 ) (4) (58)| 2 49 51 2 9 111 
(4) (50) (17) (J) (68) I 
73 41 2 119 
(36) (16) (4) (56) 
48 48 7 103 
(37) (13) (3) (1) (54) 
51 47 1 3 108 
(32) (19) (2) (3) (56) 
15 53 2 5 105 
(19) (25) (5) (49) 
29 59 自 96 
(26) (17) (2) (3) (48) 
36 58 2 7 103 
(20) (25) (45) 
30 61 91 
(10) (28) (1) (4) (43) 
23 83 1 6 113 
(lg) (25) (1) (6) (50) 
31 66 1 10 108 
(40) (988) (2�)8) (39) (50) (1375) 
53 1， 358 1，032 79 94 2，563 
(1) (67) (15) (5) (6) (93) 
10 388 84 8 11 491 
(8) (3) (1 ) (1) (1:)) 
19 7 1 28 
(3) (15) (4) (19) 
3 29 3 10 43 
(18) (4) (2) (24) 
40 3 52 
( 12) (1) (2) (15) 
34 8 3 45 
(1) (13) (3) (16) 
1 44 6 1 51 
(12) (1) (3) (19) 
41 8 3 52 
(16) (1) (1) (IR) 
41 7 3 51 
(21) (3) ( 1) (3) (28) 
50 11 4 66 
(11) (4) ( 1) (3) (19) 
43 11 2 7 63 
( 16) (3) (19) 
38 17 3 58 
(8) (209) (41 ) (10) (23) (283) 
14 767 171 17 15 1， O()Ü 
(12) (11) (2) ( 16) 
41 64 5 10 79 
(1) (1) (1) 
3 5 2 7 
(6) (6) (6) 
6 9 9 
(2) (2) (2) 
8 10 10 
(1) (1) (1) (2) 
H 2 11 
(2) (3) (3) 
6 9 9 
(5) (5) (5) 
10 13 13 
(1) (1 ) (1) 
4 8 戸J 13 
(4) (4) 
4 8 12 
(2) (4) (6) (10) 
4 9 10 19 
(1) (2) (4) (6) 
3 9 7 16 
(33) (39) (17) (56) 
93 119 ;; 44 198 
) は女千で、内数
就職地
富 北 そ 北 東
山 。〉







(301) (76) (104) (5) (12) 
352 87 134 8 22 
平成 7年度 (11) (3) (5) (3) (1) 13 5 7 4 2 
平成 8年度 (18) (4) (8) (2) 26 6 14 2 2 
平成 9年度 (8) (6) (6) (1) (3) 8 7 9 1 3 
平成10年度 (4) (5) (15) (1) (2) 6 5 19 1 3 
平成11年度 (4) (2) (12) (1) (1) 
薬学部 6 3 14 1 2 
平成12年度 (7) (3) (2) (1) 8 5 3 1 1 
平成13年度 (3) (4) (8) (2) 3 4 9 1 3 
平成14年度 (6) (1) (1) (2) 8 2 3 1 2 
平成15年度 (1) (4) (1) 4 7 1 2 
平成16年度 (8) (2) (1) 8 1 9 2 






(29) (2) (8) 
91 11 26 3 3 
平成 7年度 (4) (4) 7 6 1 
平成 8年度 (4) (1) (2) (1) 8 3 3 1 
平成 9年度 (3) (3) (3) 6 3 8 2 1 
平成10年度 (3) (1) (1) 10 1 3 1 
平成11年度 (6) (3) (1) 
前期課程 13 1 8 3 
平成12年度 (3) (1) 6 3 3 1 1 
平成13年度 (5) (1) (1) (2) 9 2 4 3 
平成14年度 (2) (1) (5) 9 2 3 3 7 
平成15年度 (3) (1) (2) 9 5 3 大












(7) 16 2 
平成 7年度 1 
平成 8年度 1 1 
平成 9年度 2 1 
平成10年度 1 
平成11年度 (1) (1) 




平成15年度 (1) 1 
平成16年度 2 
計 (9) (1) 33 6 
北陸は、 富山県を除く
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中 四 九 タト J口斗
国 国 州 国 計
(7) (10) (12) (709) 11 12 13 1 940 
(1) (1) (1) (31) 1 2 3 49 
(2) (2) (50) 
1 z 3 73 
(1) (1) (36) 
1 1 2 48 
(1) (1) (37) 
1 2 54 
(1) (32) 
1 1 2 45 
(2) (19) 
2 29 
(1) (1) (26) 
1 5 36 
(1) (20) 
3 1 30 
(10) 
23 
(1) (2) (18) 2 2 31 
(12) (17) (20) (988) 19 23 33 1 1， 358 





(18) 2 1 40 
(12) 34 
(1) (13) 
1 1 2 44 
(1) (12) 2 1 41 
(16) 
1 41 
(3) (21) 1 3 50 
(11) 
43 
(1) (16) 2 38 
(1) (7) (1) (206) 6 11 12 1 764 
(7) (14) 












(1) (1) 4 8 
4 
(2) (4) 4 9 
(1) (1) (2) 
1 3 9 
(1) (21) (33) 1 5 66 143 
) は女子で内数
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学している。 これは、 企業での研究・開発 職に
就く ためには大学院 博士課程前期 修了以上の学
歴 が望まれていること、 平成18年度(2006) よ
り 薬学部が6 年制に移行することなどが 影響し
ていると思われる。 就職先については、 製薬企
業(9 % ) が大きく 低下し、 医 薬分業が進んだ
結果、 薬局・流通(51% ) がほぼすえ数を占める
までになった。 最近では、 卒業生に占める女性
の 比率は 低下してきて おり、 50%を切っている。





昭和53年(1978) の大学院 同士課程 創設以来、
1， 000名の 博上課税前 期(修土課程 ) 修了 生を
送り出した。 平成 6 年度(1994 ) までの修了者
491名 の う ち、 388名(79% ) が就 職 し、 84名
(1 7% ) が 博士課程 後期に 進学 した。 就職 先の
多 くは 製薬会 社(78% ) であり、 次いで公務員
(9 % )、 病院 は% )、 薬局・流 通(1 % ) の




る。 就職先については、 製薬企業(46% ) に就
職する学生の 比率が多いものの、 低下している。
�}j、 病院(20% )、 薬局・流 通(15% ) は大
きく 増加している。 これは、 大学院進学者の 増
加とともに、 医 薬分業の 推進により 薬剤師とし
て働くことの魅力が増加した ためと思われる。
ま た 修了牛今 に占 める 女件ー の 比 率 は平 成 6 年
(1994 ) までの19%から、 その後の10年間で約
2 倍 の3 7%に 増加した。 女性の 社会 進 出を反映
していると 忠われる。 就職先は、 関東(3 7% )、
富山(23 % )、 関西(19% ) の 順であるが、 全
国にわ た って分;布している。
大学院 博士課程 後期については、 198名の 博
上 を送り出した。 昭和55年度(1980) から、ド成
6 年度(1994 ) までの15年間の修了者は79名で
あり、 留学生が4 1名を占めた。 就職先は主とし
て 製薬会 社(28% ) であったが、 留学生の場合
は、 多 くが母同の大学教員や研究所の研究員と
して活躍している。 最近10年間の 進路状況をみ
ると、 修了者 1 19名のうち 官学生が76名を占め
た。 出身国は、 中国、 韓国、 タイ、 ベトナム、
インドネシアなどア ジ ア 諸国からの 留学生が多
く、 本学の国際交流の特色 を反映している。 就
職先については、 製薬企業(20% ) に就職する
学生の 比率が高いが、 低下してきている。 一方、
病院、 薬局・流通、 博上 研究員(ポスドク) と
して大学や研究所に就職するケースも 増加し、
職業選択が多様化している。 留学生手については、
母国で活躍している。 ま た 修了生に�íめる女性
の 比率は平成 6 年(1994 ) までの20%からその
後の10年間で約28%に増加した。
な お、 平成16年(2004 ) の学校教育法の改正
により、 平成18年(2006) 度 入学牛介、 ら 薬剤師
養成のための 薬学教育の修業年限が4 年聞から
6 年間に延長されるc このことにより、 薬学部
は、 「薬守: 科J(6 年制課程:定員55人) と 「創
薬科学科J(4 年制:定員50名) の 2 学科とな
る。 それ ぞれ 薬剤師(薬 学科) と 創薬 研究者








である。 平成15年からは、 助産専攻コースが 設
置され、 開設時の平成15年度には 9名が、 次年
度にあたる平成16 {f度には 7 �う が、 平成1 7年度
は 9名が助産専攻コースを選択 している。
保健師 、 助産師 、 看護師の国家試験合格者数
は、 過去9 年間で、 編入生を合む保健師 国家試
験合格者は578名(97. 1 % )、 助産師 国家試験合
















度卒業生で37.8%、 平成 9 年度卒業生は25%と
減少したが、 それ以降は、 40%以上となり徐々
に増加してきている。 平成15年度卒業生は、 卒




































小計 2口3、 三口ιl 
(%)産 %) (%) (%) 
8 113(19.7) 32 (48.5) 1 ( 1. 5) 46 15 (22. 7) 2(3.0) 2( 3.0) 。 。 19 1 ( 1. 5) 66 
9113(19.4) 39 (58. 2) 2( 3.0) 54 11 (16. 4) 。 2( 3.0) 。 。 13 。 67 
10 5( 7.4) 49 (72.1) 2( 2.9) 56 4( 5.9) 1 (1. 5) 2( 2.9) 2( 2.9) 1 ( 1. 5) 10 2( 2.9) 68 
11 4( 5.9) 44 (64. 7) 。 48 9 (13.2) 4(5.9) 7 (10.3) 。 。 20 。 68 
12 3( 4.3) 51 (72. 9) 。 54 8 (11. 4) 。 5 ( 7.1) 。 。 13 3 70 
13 4( 5.8) 50 (72.5) 。 54 7 (10.1) 1 (1. 4) 6( 8.7) 。 。 14 1 ( 1. 4) 69 
14 7(10.4) 48 (71. 6) 。 55 6( 9.0) 4(6.0) 1 ( 1.5) 。 。 11 1 ( 1. 5) 67 
15 2 ( 3.1) 56 (87.5) 。 58 5( 7.8) 1 (1. 6) 。 。 。 6( 9.4) 。 64 
16 5 ( 7.0) 53 (74. 6) 。 58 2( 2.8) 1 (1. 4) 5( 7.0) 2( 2.8) 。 10 3( 4.2) 71 
大学院医学系研究科看護学専攻
進 路 別 内 訳











院) 他 大学大学 助
産学 専 攻 養護教員課 専門学(%校) 
小計 合 計
院 %) 科 (% 程 (% (%) 
10 0110(52.6) 5(26.3) 15 1 ( 5.3) 。 。 。 。 1 3(15.8) 19 
11 1 ( 6.3) 8(50.0) 6(37.5) 15 1 ( 6.3) 。 。 。 。 1 。 16 
12 l (  8.3) 3(25.0) 6(50.0) 10 。 。 。 。 。 。 2 (16. 7) 12 
13 2 (11. 8) 6(35.3) 1 ( 5.9) 9 。 。 。 。 。 。 8(47.1) 17 
14 。 6(25.0) 。 6 。 。 。 。 。 。 18 (75.0) 24 
15 。 6(33.3) l (  5.6) 7 。 。 。 。 。 。 11 (61. 1) 18 
16 1 ( 6.3) 4(25.0) 1 ( 6.3) 6 。 。 。 。 。 。 10 (62.5) 16 

